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この度は, 鹿児島市医報通巻���号発刊お

めでとうございます｡ しばらくの間, 編集委
員としてその発行に携わった一員としてお祝
いを申し上げたいと思います｡
思い起こせば私が医報編集委員へ仲間入り
したきっかけは, 当時の担当理事の宇根先生
より, 医師会のホームページ委員会が医療情
報委員会と名前を変え, ホームページ以外の
医療情報関連事項についても検討していく会
へ装いも新たに再出発するとのことで, コン
ピューターなどに詳しい人材を委員に加えた
いというご意向があり, 私に白羽の矢が立っ
たものと思います｡ 私は当時開業したての時
期で開業医の中でも早期にクライアント・サー
バー型の電子カルテを導入した施設でありま
した｡ 微力ながら少しでもお役に立てるのな
らと承諾することとしました｡ ところが,
｢実は・・｣ と役職をお引き受けした直後に,
医療情報委員は医報編集委員も兼ねるとのこ
とで半ば強制的に (言葉が悪くてすみません｡)
委員を引き受けることになってしまいました｡
あまり文章力など持ち合わせていない私にとっ
て皆さんがご苦労なさって仕上げた原稿を校
正するなどとんでもないことと感じ, 委員と
してのこれからの活動に不安を感じていたの
を思い出します｡ 当時医師会が主に手がけて
いる業務さえもあまり理解していませんでし
たので, 編集作業の中で医師会活動などいろ
いろなことを学ばせていただきました｡ 目か

らうろこが落ちるとはまさにこのことで活動
内容を少しずつ理解していった過程を今でも
覚えております｡ 医師会報は暇な時間を利用
して読む読み物と思っておりましたが, 実は
医師会としての活動報告の場であり, 公文書
の記録として保存されていくという一面があ
るということもその際に知りました｡ 実際,
文書として協議した内容が記録されていくわ
けであり, あとから協議の内容など確認する
際に非常に貴重な資料となっています｡ 協議
に携わった人は交代しながら変化し時代は流
れていくわけですが, そこで決定された事項
は後の世代まで引き継いで行くことになり,
数年先に当時の協議に全く参加していなかっ
た人たちで集まってその決定事項を再検討す
るなどということは, 医師会活動においては
よくあることだと思います｡ その際に当時の
貴重な討論の結果として残されている医報の
存在はありがたいものだと思います｡ 従いま
して, 今後も後の世代に残す資料として医報
は続刊する必要があるものと感じます｡ その
存在意義を考え, 私自身としては医報編集委
員としての責務は次の編集委員の先生へ引き
継いでいるものの今後も編集委員会の活動を
応援していきたいと常々思っています｡ この���号という数字は歴代の編集委員の先生方
が紡いできた努力の賜物であり, さらにこれ
が続刊し, ����あるいは����号と歴史が続く
ことを切に祈るものであります｡
さて, 私自身もまだ医療情報委員は在任中
であり, 次の委員の先生にうまくバトンタッ
チできるまでは継続することになりそうです｡
医報編集委員会に続いて開催される医療情報
委員会の一員としてお付き合いをこれからも
よろしくお願いします｡
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